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■具体的な取り組み

■取り組んだ課題

社会福祉法人の使命は「地域を良くすること」。しかし実際には、高齢者施設が地域から孤立し、“高齢者
のためだけの場所”として存在してしまう傾向がある。「なごみの郷」も地域との関係性を再構築する必要
性を感じていた。
そして私たちがめざしたのは、人々が安心して集える“サードプレイス”としての施設像である。
その中でも、地域の未来を担う子どもたちに学びの機会を提供することで、地域づくりをしたいと考えた。
そこで、2022年より親子で楽しめる体験学習とサステナブル教育を組み合わせた「親子パン教室」を開始
した。自分で粉から捏ねる体験とともに、地域の未来を考えるサステナブル教育を取り入れ、子どもたちが
“地域の一員”としての視点を育みながら、施設とつながる機会を創出した。

● 年3回の親子パン教室を11回開催。延べ700名以上が参加。
　粉からの生地づくり、成形、デコレーションまでを子どもが主体となって体験。サステナブル講座
　では毎回テーマを設定し、地域社会を考える内容の講座を実施。
● 地域に開かれたサードプレイス化
　「気軽に来られる学びの場」として地域認知を拡大。
● スタッフの巻き込み
　オフィススタッフ＋現場スタッフが自主的に関わり、準備・運営を協同。
● アクセス面の工夫
　一般的なパン教室（5,000〜10,000円）に比べ、子ども2名で3,500円と大幅に低価格で提供。
　法人が一部費用を投資し、持続的に参加できる形を整えた。
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アンケート（参加者35名／スタッフ16名）から以下の成果が得られた。
● 学び
　・子どもがサステナブルな視点を持ち始めた（行動変化あり 89.3%）
　・学びも多く、普段の子供の行動でサステナブルを意識する機会が増えたと感じるなどの声多数
→学びとしての効果を親も認識

● 地域との関係性向上
　・「施設への印象が良くなった」71.4%
　・「なごみの郷を身近に感じるようになった」92.9%
→ 地域における“サードプレイス化”が明確に前進

● リピート参加の理由
　・「子どもがとても楽しみにしている」89.3%
　・「スタッフの雰囲気が良い」50%
　・「親自身も楽しい」67.9%
→ 参加者の75％がリピーター、新規参加者も100％クチコミ参加。

● スタッフへの効果
　・「MVVSを体現している活動」100%
　・「ブランディングに寄与」多数
→ 法人へのエンゲージメント向上に寄与している。

■今後の課題
パン教室の成果を起点に、より多様な学びの機会を地域に提供する必要がある。未来を担う子どもたちの学
びの場、地域の人々にとってのサードプレイスとして、さらに発展させていきたい。

■活動の成果と評価
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